Review on the static viscoelasticity of wood. by 山田, 正
Title木材の静的粘弾性
Author(s)山田, 正










































木 材 研 究 第34号 (1965)
つ応力の値を次第に大きくしてゆくと,クリ-プ曲線は一般に











































































は NoRRIS and KoMMERS
(1943), HEARMON (1953,
山田 正:木 材の静的粘弾性
1964)や膨潤圧理論にもとづく GROSSMAN andKINGSTON (1955),探りクリ-プについては
KoLLMANN (1937),短冊状小試片の探りについて (則元,山周 (1965))などの報告がみられ



























則が,また,長時間にわたる試験においても応力- 歪速度関係に NEWTON 別が近似的に適
用できるので,時間的に測定される変形は両者を組合せた力学模型で記述されている｡
HooKE弾性体では, 前もって加えられている荷重の大小にかかわらず一定の荷重変化によ








結果は図 ･3のようである｡ whitepineについても同様の報告 が あ り (PENTONY and
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緩和弾性率はある時間における応力と,時間の始 め か ら加えられている一定歪の比で定 まる













この H を緩和スペクトル,Lを遅延スペクi/レとよぶO図 ･5は図 ･4のデ-メ-に関す
る遅延スペクトル曲線であって,非結晶性物質に比べて結晶性物質では平坦な曲線となり,木
材も類似の傾向をとる｡
なお,定常クリープ状態では クリ-プコンプライアンス k(i)-De+i/甲において右辺 第2
項が大きくなってくるo上式をtで微分して djT =Pit2-･些 艶 -1 よ りi-o(すなt dlogt 苛
一･5-
























































く必要がある｡それは応力 (または歪)Oと湿度 hとをそれぞれ step-function excitation
の型で与える方法によるもので,温度一定の下,
(1) 時間 i--- に一定の hを与えておいて,i-0で Uを加える｡
(2) i--- に Uを与えておいて,i-0 で hを加える｡
(3) i-0 で 6,h を同時に加える｡
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(1) fニー- で ♂(一定)を与えておき,～-0で αを加える｡
(2) i--∞ でOを与えておき,i-0で 0を加える.
(3) i-0で 6,0を同時に加えるO


















































山田 正 :木 材 の静 的粘弾 性
とともに増大することを見出した｡
木材における圧電効果は深田 (1955,1957,1959),GALLIGAN and BERTHOFF (1963),
BAZfIENOV (1961)らによって研究されている｡一般に結晶体を歪ませるときその表面にあら
われる電荷密度の三方向における成分は対称座標軸を1,2,3とするとき圧電率マトリックス
dll d12 d13 d14 d15 d16
d21 d22 d23 d24 d25 d26
d31 d32 d33 d34 d35 d86
で与えられるが,木材の測定結果によると弾性域では分極成分と応力の問の直線式が成立し,
素材では d14d25 のみがあらわれ,かつ dl｡≒d25 となって,半径方向の圧縮と切線方向の圧
縮とで同様の圧電効果を示す｡これは両方向における細胞膜実質のヤング率がはば等しいこと
を推定させる｡
高次構造の影響をたとえば圧縮についてみよう｡木材の縦圧縮においてほかなり高い応力値
まで細胞構造の顕微鏡的変化はみられないという｡これは縦ヤング率と比重との関係を示す両
対数グラフの直線の勾配がほぼ1となることと対応している｡しかし,横方向においてはヤン
グ率と比重との関係を示すこの直線の勾配は1より大きくなって,半径方向でおよそ1.2,切
線方向でおよそ1.8となり細胞要素の顕微鏡的な変形が寄与してくることになる｡さらに極端
な場合,ヒノキなど針葉樹の木口切片を顕微鏡下で引張りながら観察すると網目構造様の変形
が観察され,また,木片について年輪に 450の方向のポアソン比が 0.9であるのに対し顕微
鏡切片ではそれが,1.5に近い値をとり,､高次構造の変化が大きく試片の変形に寄与すること
を示す｡
一方,理論的な方法としてほ熱力学,統計力学,反応速度論などが木材の吸湿膨潤応力,粘
弾性などの解析に有力な方法として用いられようとしている｡ (BARKAS (1945),KINGSTON
andCLARKE (1961)).
(文献は本号p.205の資料を参照)
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